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高
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三

１
．
事
件
の
概
要

一
八
六
八
年
に
採
択
さ
れ
た
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
は

「
欠
格
条
項
」
と
呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
連
邦
議
会
の
議
員
、
合
衆
国
の
公
務
員
、
州
議
会
の
議
員
、

も
し
く
は
州
の
執
行
府
ま
た
は
司
法
府
の
職
員
と
し
て
、
合
衆

国
憲
法
を
支
持
す
る
宣
誓
を
し
な
が
ら
、
そ
の
後
合
衆
国
に
対

す
る
反
逆
あ
る
い
は
反
乱
に
加
わ
り
、
ま
た
は
合
衆
国
の
敵
に

援
助
も
し
く
は
便
宜
を
与
え
た
者
は
、
連
邦
議
会
の
上
院
ま
た

は
下
院
の
議
員
、
大
統
領
及
び
副
大
統
領
の
選
挙
人
、
文
官
、

武
官
を
問
わ
ず
合
衆
国
も
し
く
は
州
の
官
職
に
就
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
連
邦
議
会
は
、
各
議
院
の
三
分
の
二
の
投

票
で
、
そ
の
よ
う
な
欠
格
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
１
）
」。

こ
の
条
項
は
、
南
北
戦
争
後
に
南
軍
側
の
関
係
者
が
連
邦
政
府

や
州
政
府
の
議
員
や
公
務
員
に
復
職
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め

に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
２
）
、
合
衆
国
憲
法
（
以
下
「
憲
法
」
と

い
う
）
を
支
持
す
る
と
宣
誓
し
た
公
務
員
が
、
後
に
（
一
）
合
衆

国
に
対
す
る
反
逆
や
反
乱
に
関
与
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
（
二
）

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

八
四

有
罪
票
が
あ
っ
た
も
の
の
、
解
職
に
必
要
な
三
分
の
二
の
多
数
に

は
達
せ
ず
、
有
罪
判
決
は
成
立
し
な
か
っ
た
（
６
）
。

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
次
期
大
統
領
選

挙
へ
の
正
式
な
立
候
補
を
表
明
し
た
。
コ
ロ
ラ
ド
州
の
有
権
者
数

名
が
二
〇
二
三
年
九
月
に
、
前
大
統
領
は
憲
法
の
下
、
大
統
領
職

に
就
く
資
格
が
な
く
、
二
〇
二
四
年
の
コ
ロ
ラ
ド
州
共
和
党
予
備

選
挙
の
投
票
用
紙
に
そ
の
氏
名
を
記
載
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、

州
地
方
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
七

日
に
同
裁
判
所
は
、
連
邦
議
会
襲
撃
事
件
に
関
す
る
連
邦
議
会
の

報
告
書
の
証
明
力
を
認
め
、
前
大
統
領
の
行
為
は
「
反
逆
」
に
当

た
る
と
認
定
し
つ
つ
も
、
大
統
領
は
「
公
務
員
」
で
は
な
い
と
判

示
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
（
７
）
。「
公
務
員
」
に
大
統
領
が
含
ま
れ
な

い
理
由
と
し
て
、
修
正
一
四
条
三
節
の
条
文
に
「
大
統
領
」
の
文

言
が
な
く
、
ま
た
「
公
務
員
」
と
い
う
語
が
大
統
領
を
含
む
包
括

的
な
表
現
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
条
文
の
制
定
過
程
で
「
大
統

領
」
の
語
が
削
除
さ
れ
た
経
緯
が
強
調
さ
れ
た
（
８
）
。

上
訴
を
受
理
し
た
コ
ロ
ラ
ド
州
最
高
裁
は
、
一
二
月
一
九
日
に
、

前
大
統
領
の
行
為
は
欠
格
条
項
に
該
当
し
、
共
和
党
予
備
選
挙
で

の
立
候
補
を
制
限
す
る
と
の
判
決
を
下
し
た
（
９
）
。
州
最
高
裁
は
、

「
公
務
員
」
と
い
う
言
葉
の
一
般
的
な
意
味
に
大
統
領
は
含
ま
れ

合
衆
国
の
敵
に
援
助
や
便
宜
を
与
え
た
場
合
、
議
会
の
超
党
派
が

「
そ
の
よ
う
な
欠
格
を
解
除
す
る
」
場
合
を
除
き
、
官
職
就
任
の

欠
格
条
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
３
）
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
当
時
）
は
、
二
〇
二
〇
年
の

大
統
領
選
挙
で
敗
北
し
た
後
に
選
挙
不
正
が
あ
っ
た
と
支
持
者
に

訴
え
、
憲
法
や
連
邦
法
に
基
づ
き
連
邦
議
会
の
上
下
両
院
の
合
同

会
議
で
大
統
領
選
挙
の
選
挙
人
投
票
結
果
を
確
認
す
る
作
業
が
行

わ
れ
る
二
〇
二
一
年
一
月
六
日
に
、
連
邦
議
会
議
事
堂
近
く
で
集

会
を
開
催
し
た
。
そ
の
集
会
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
み
ん
な
で

議
会
に
向
け
て
行
進
し
よ
う
。
こ
の
国
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
強

さ
を
見
せ
、
議
員
ら
に
正
し
い
こ
と
を
す
る
よ
う
要
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。
参
加
者
た
ち
は

こ
れ
に
呼
応
し
て
連
邦
議
会
議
事
堂
へ
向
か
い
、
確
認
作
業
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
警
備
の
警
官
を
振
り
切
っ
て
議
事
堂
内
に
侵

入
し
た
。
暴
徒
た
ち
は
四
時
間
近
く
議
事
堂
内
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

最
終
的
に
警
察
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
（
４
）
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
自
身

は
議
事
堂
襲
撃
事
件
へ
の
関
与
を
否
定
し
た
が
、
連
邦
議
会
下
院

は
大
統
領
の
発
言
が
反
逆
の
扇
動
に
当
た
る
と
し
、
二
〇
二
一
年

一
月
一
三
日
に
弾
劾
訴
追
の
議
決
を
し
た
（
５
）
。
上
院
の
弾
劾
評
決
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
退
任
後
の
二
月
一
三
日
に
行
わ
れ
、
五
七
票
の

）
三
三
一
（

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

八
五

を
受
理
し
た
（
17
）
。

２
．
判
旨

パ
ー
キ
ュ
ラ
イ
ム
（
破
棄
自
判
）

一
八
六
八
年
に
採
択
さ
れ
た
修
正
一
四
条
は
、
州
の
自
治
権
を

削
減
し
て
連
邦
の
権
限
を
拡
大
し
、
憲
法
の
定
め
る
州
と
連
邦
の

権
限
バ
ラ
ン
ス
を
変
更
し
た
。
同
条
五
節
は
、
連
邦
議
会
に
修
正

一
四
条
の
規
定
を
法
律
で
執
行
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
同
条
三
節

も
州
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
南
北
戦
争
後
に
南
軍
関

係
者
が
連
邦
の
公
職
に
復
権
す
る
の
を
阻
止
し
て
、
連
邦
の
永
続

性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
節
に
は
、
憲
法
を
支

持
す
る
宣
誓
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
反
乱
に
関
わ
っ

た
者
た
ち
を
公
職
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
復
権
す
る
の
を
阻
止
す

る
目
的
が
あ
る
（
18
）
。

≪

修
正
一
四
条
三
節
の
自
動
執
行
性
に
つ
い
て≫

三
節
に
は
す
べ
て
の
者
に
権
利
を
付
与
す
る
と
い
う
性
質
は
な

く
、
特
定
の
個
人
に
公
職
就
任
の
資
格
を
剥
奪
す
る
と
い
う
予
防

的
か
つ
峻
厳
な
制
裁
を
与
え
る
こ
と
で
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

る
と
解
釈
し
（
10
）
、
条
項
の
制
定
者
も
同
様
に
理
解
し
て
い
た
と
説
示

し
た
（
11
）
。
ま
た
、
そ
の
解
釈
は
欠
格
条
項
の
目
的
に
も
合
致
す
る
と

述
べ
て
（
12
）
、
大
統
領
の
「
公
務
員
」
該
当
性
を
肯
定
し
た
。
さ
ら

に
、
修
正
一
三
条
・
一
四
条
・
一
五
条
の
南
部
再
建
条
項
は
全
体

と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
が
修
正
一
三
条

や
修
正
一
四
条
一
節
・
二
節
、
修
正
一
五
条
を
自
動
執
行
規
定
と

解
釈
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
修
正
一
四
条
三
節
の
欠
格
条
項
も

自
動
執
行
規
定
で
あ
る
と
し
た
（
13
）
。
そ
し
て
、
反
逆
と
は
「
合
衆
国

政
府
の
平
和
的
な
権
力
移
譲
に
必
要
な
行
動
を
妨
げ
た
り
阻
止
し

た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
集
団
が
力
や
武
力
に
よ
る
脅
し

を
用
い
る
共
同
的
か
つ
公
然
な
行
為
を
含
む
（
14
）
」
も
の
で
あ
っ
て
、

前
大
統
領
の
行
為
は
反
逆
の
扇
動
に
当
た
り
、
副
大
統
領
や
議
員

た
ち
に
結
果
確
認
作
業
を
や
め
る
よ
う
働
き
か
け
た
こ
と
は
反
逆

へ
の
加
担
で
あ
る
と
判
示
し
た
（
15
）
。
州
最
高
裁
は
ま
た
、
憲
法
二
条

一
節
二
項
の
大
統
領
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
根
拠
に
、
今
日
有
権

者
は
個
々
の
選
挙
人
で
は
な
く
大
統
領
候
補
に
投
票
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
州
は
選
挙
人
の
選
任
だ
け
で
な
く
、
大
統
領
候
補
の
氏

名
を
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
管
理
で
き
る
と

し
、
憲
法
上
欠
格
な
候
補
者
を
選
挙
か
ら
排
除
で
き
る
と
説
示
し

た
（
16
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
は
前
大
統
領
側
の
裁
量
上
訴

）
三
三
一
（
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二
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二
四
年
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月
）

八
六

有
の
権
限
が
あ
り
、
修
正
一
四
条
は
そ
の
権
限
を
制
約
し
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
州
の
権
限
は
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者

（offi
ceholders

）
と
そ
の
候
補
者
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
連
邦

の
公
務
員
の
存
在
と
職
務
は
、
一
部
の
国
民
で
は
な
く
、
国
民
全

体
の
一
致
し
た
見
解
に
責
任
を
負
う
の
で
、
こ
れ
ら
の
公
務
員
の

選
挙
と
適
格
性
に
関
す
る
権
限
は
州
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、

州
が
そ
れ
を
行
使
す
る
に
は
授
権
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
憲
法
は
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補
者
に
つ
い
て
三

節
を
執
行
す
る
権
限
を
州
に
授
権
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
被
上

訴
人
は
、
三
節
に
違
反
し
た
可
能
性
の
あ
る
連
邦
の
公
職
に
在
任

中
の
者
を
罷
免
す
る
権
限
を
憲
法
は
州
に
委
ね
た
と
は
主
張
し
て

い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
権
限
は
「
各
々
の
州
の
い
か
な
る
支
配
も

受
け
な
い
全
国
政
府
の
完
全
な
る
独
立
性
を
憲
法
は
保
障
す
る
」

と
い
う
原
則
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
原
則
の
下
、

州
は
連
邦
公
務
員
に
対
す
る
職
務
執
行
令
状
の
発
布
や
、
連
邦
機

関
の
拘
束
下
に
あ
る
者
へ
の
人
身
保
護
令
状
の
発
布
と
い
っ
た
、

よ
り
威
力
の
少
な
い
権
限
を
も
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
被
上
訴

人
は
、
州
は
三
節
の
執
行
を
連
邦
職
の
候
補
者
に
及
ぼ
す
こ
と
が

で
き
る
と
主
張
す
る
が
、
修
正
一
四
条
の
文
言
は
そ
の
よ
う
な
権

限
を
州
に
明
示
的
に
授
権
し
て
い
な
い
。
同
条
は
、
五
節
を
通
じ

グ
リ
フ
ィ
ン
判
決
で
チ
ェ
イ
ス
連
邦
最
高
裁
長
官
が
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
規
定
の
対
象
と
な
る
人
物
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
確
認
作
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
正
式
な
手
続
、

証
拠
、
判
決
、
判
決
の
執
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。
憲
法
は
こ
の
よ

う
な
確
定
の
権
限
を
、
同
条
五
節
に
基
づ
き
、
連
邦
議
会
に
付
与

し
て
い
る
。

修
正
一
四
条
三
節
に
関
し
て
は
、
同
条
五
節
が
定
め
る
連
邦
議

会
の
権
限
は
重
要
で
あ
る
。
同
条
成
立
の
直
後
、
憲
法
は
三
節
を

執
行
す
る
手
段
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
執

行
を
定
め
る
法
律
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
後
五
節
に
基
づ
き
、
三
節
を
執
行
す
る
規
定
が
一
八
七
〇
年

市
民
的
権
利
法
の
一
部
と
し
て
制
定
さ
れ
た
（
19
）
。

≪

州
に
よ
る
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補
者
に
対
す
る

修
正
一
四
条
三
節
の
適
用
に
つ
い
て≫

本
件
で
は
、
州
も
連
邦
議
会
と
と
も
に
修
正
一
四
条
三
節
を
執

行
で
き
る
の
か
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
州
の
公
職
に
関
し
て
は

州
も
三
節
の
執
行
権
限
を
有
す
る
が
、
連
邦
の
公
職
、
特
に
大
統

領
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
限
は
な
い
。
州
に
は
憲
法
に
反
し
な

い
限
り
で
自
州
の
公
務
員
資
格
と
そ
の
選
挙
方
法
を
決
定
す
る
固

）
三
三
一
（

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

八
七

邦
の
公
職
の
候
補
者
に
関
す
る
連
邦
議
会
の
権
限
に
そ
う
し
た
負

荷
を
与
え
る
権
限
を
憲
法
が
州
に
積
極
的
に
委
任
し
て
い
る
と
想

定
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。

被
上
訴
人
は
、
修
正
一
四
条
の
採
択
後
の
数
年
間
に
、
連
邦
の

公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補
者
に
対
し
て
州
が
同
条
三
節
を
執
行

し
た
実
績
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
先
例
の
欠
如
は
、
主

張
さ
れ
る
権
限
に
「
深
刻
な
憲
法
上
の
欠
損
」
が
あ
る
こ
と
を

「
示
唆
」
す
る
も
の
だ
。
州
は
修
正
一
四
条
の
採
択
後
に
州
の
公

職
就
任
で
欠
格
に
し
た
こ
と
が
あ
り
、
連
邦
で
は
な
く
州
の
公
職

に
対
す
る
欠
格
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
州
が
連
邦
の
公
職
に
対
し

て
執
行
権
限
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
「
一
般
的
理
解
が
あ
っ
た
こ

と
の
説
得
力
の
あ
る
証
拠
」
と
な
る
（
20
）
。

≪

修
正
一
四
条
三
節
の
執
行
に
お
け
る
連
邦
議
会
の
役
割
に
つ

い
て≫

連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補
者
に
対
し
て
、
修
正
一
四

条
三
節
を
長
く
効
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
き
た
の
は
連
邦
議
会
で

あ
る
。
連
邦
議
会
は
一
八
七
〇
年
市
民
的
権
利
法
を
制
定
し
、
連

邦
検
事
に
対
し
て
、
三
節
に
違
反
す
る
連
邦
お
よ
び
州
の
非
民
選

公
務
員
の
解
職
請
求
を
連
邦
裁
判
所
に
民
事
訴
訟
と
し
て
提
起
す

て
執
行
権
限
を
連
邦
議
会
に
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

修
正
一
四
条
の
本
質
は
、
州
権
の
制
約
に
あ
る
。
ま
た
同
条
は
、

そ
の
条
項
を
州
に
対
し
て
執
行
す
る
新
し
い
権
限
を
連
邦
議
会
に

付
与
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
条
項
が
黙
示
で
あ
れ
連
邦
職
の

候
補
者
を
欠
格
に
す
る
権
限
を
州
に
認
め
て
い
る
と
理
解
す
る
の

は
不
自
然
で
あ
る
。

憲
法
は
選
挙
条
項
（
一
条
四
節
一
項
）
お
よ
び
選
挙
人
条
項

（
二
条
一
節
二
項
）
で
、
連
邦
議
会
議
員
と
大
統
領
の
選
挙
を
州

が
管
理
し
実
施
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
が

修
正
一
四
条
三
節
に
関
し
て
州
に
対
す
る
授
権
を
黙
示
的
に
認
め

る
根
拠
に
な
る
と
認
め
る
理
由
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
州

へ
の
授
権
は
、
修
正
一
四
条
が
定
め
た
連
邦
と
州
の
権
限
上
の
バ

ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

修
正
一
四
条
三
節
の
文
言
も
、
こ
の
見
解
を
補
強
す
る
。
三
節

は
連
邦
議
会
に
よ
る
欠
格
の
解
除
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
解

除
権
限
に
制
限
は
な
く
、
連
邦
議
会
は
い
つ
で
も
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
州
が
こ
の
三
節
を
立
候
補
制
限
と
し
て
自

由
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
連
邦
議
会
は
そ
の
決
定

の
影
響
を
現
在
の
選
挙
サ
イ
ク
ル
に
及
ぼ
し
た
い
場
合
、
投
票
が

始
ま
る
前
に
解
除
権
を
行
使
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
だ
が
、
連

）
三
三
一
（
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八
八

合
性
お
よ
び
比
例
性
を
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
邦
議
会
は
〔
一
八
六
二
年
没
収
法
と
一
八
七
〇
年
市
民
的
権

利
法
の
〕
ほ
か
に
、
修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
す
る
法
律
を
制
定

し
て
い
な
い
（
22
）
。

≪

大
統
領
選
挙
に
お
け
る
州
の
修
正
一
四
条
三
節
執
行
の
不
能

性
に
つ
い
て≫

連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補
者
に
対
す
る
州
の
修
正

一
四
条
三
節
を
執
行
す
る
権
限
は
、
同
条
五
節
に
基
づ
く
こ
と
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
州
の
こ
の
権
限
は
適
用
範
囲
が
広
い

と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
連
邦
の
公
職
に
関
し
て
憲
法
が

連
邦
よ
り
広
い
権
限
を
州
に
認
め
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
大
統
領
職
に
関
し
て
、
州
の
三
節
執
行
に
は
よ
り
大
き
な

懸
念
が
あ
る
。「
大
統
領
選
挙
に
州
が
課
す
制
限
に
は
、
独
特
の

全
国
的
な
重
要
利
益
が
関
係
す
る
の
で
あ
る
」。
大
統
領
選
挙
の

候
補
者
が
三
節
に
よ
り
欠
格
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
各
州
が
そ
れ

ぞ
れ
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
は
、「
大
統
領
は
全
国
の

す
べ
て
の
有
権
者
を
代
表
す
る
」
と
い
う
基
本
原
理
と
合
致
す
る

統
一
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
だ
ろ
う
。
州

ご
と
に
本
案
に
対
す
る
判
断
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
訴
訟
手
続

る
権
限
を
与
え
、
同
節
に
反
し
て
公
職
に
就
き
ま
た
は
就
こ
う
と

す
る
こ
と
を
連
邦
犯
罪
と
し
た
。
連
邦
議
会
の
上
院
と
下
院
は
、

憲
法
一
条
に
基
づ
く
独
自
の
権
限
か
ら
、
連
邦
議
会
議
員
や
そ
の

当
選
者
を
修
正
一
四
条
三
節
に
違
反
す
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
裁

い
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
反
逆
反
乱
へ
の
関
与
を
連
邦
犯
罪
に

し
て
公
務
就
任
の
欠
格
事
由
と
し
た
一
八
六
二
年
没
収
法
は
、
欠

格
を
執
行
す
る
追
加
的
手
続
を
規
定
し
て
い
た
（
21
）
。

≪

修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
す
る
法
律
に
求
め
ら
れ
る
内
容≫

修
正
一
四
条
五
節
の
定
め
る
連
邦
議
会
の
権
限
は
厳
密
に
「
救

済
的
な
」
法
律
の
制
定
で
あ
る
た
め
、
同
条
三
節
を
執
行
す
る
連

邦
議
会
の
法
律
制
定
権
限
は
五
節
に
よ
り
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
限

定
に
対
応
す
る
た
め
、
連
邦
議
会
は
立
法
が
修
正
一
四
条
の
禁
止

す
る
特
定
行
為
に
対
す
る
救
済
的
予
防
的
な
内
容
に
な
る
よ
う
入

念
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

修
正
一
四
条
三
節
は
、
同
条
の
他
の
条
項
と
は
異
な
り
、
個
人

の
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
、
憲
法
遵
守
宣
誓
の
後
に
合
衆
国
に

対
す
る
反
逆
反
乱
に
参
加
し
た
者
の
公
務
就
任
を
禁
止
す
る
に
す

ぎ
な
い
。
同
節
を
執
行
す
る
連
邦
法
は
、
当
該
行
為
に
対
す
る
予

防
性
・
救
済
性
と
目
的
達
成
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
段
と
の
整

）
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一
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ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

八
九

≪

結
論
の
全
員
一
致
の
強
調≫

連
邦
最
高
裁
の
九
名
の
判
事
全
員
が
こ
の
結
論
に
同
意
し
て
い

る
。
四
名
の
判
事
は
、
修
正
一
四
条
三
節
の
作
用
に
関
す
る
特
徴

や
、
同
条
五
節
に
基
づ
く
連
邦
議
会
の
三
節
執
行
と
い
う
点
に
反

対
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
州
が
三
節
を
執
行
す
る
権
限
を

欠
い
て
い
る
こ
と
の
唯
一
の
理
由
で
は
な
い
。
当
該
法
廷
意
見
の

多
様
な
点
が
結
び
つ
い
て
こ
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
こ
の
全
員
一
致
の
判
決
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
（
24
）
。

バ
レ
ッ
ト
判
事
一
部
同
意
・
一
部
結
論
同
意
意
見

州
は
大
統
領
選
挙
の
候
補
者
に
対
し
て
修
正
一
四
条
三
節
を
執

行
す
る
権
限
を
も
た
な
い
と
す
る
点
に
つ
き
、
法
廷
意
見
に
同
意

す
る
。
本
件
を
解
決
す
る
に
は
こ
の
原
則
で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ

以
上
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
い
。

本
件
で
は
連
邦
議
会
の
立
法
が
三
節
を
執
行
す
る
唯
一
の
手
段

な
の
か
と
い
う
複
雑
な
問
題
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、

法
廷
意
見
が
そ
れ
を
検
討
し
て
し
ま
っ
た
。
思
う
に
、
い
ま
は
声

高
に
違
い
を
強
調
す
る
時
で
は
な
い
。
当
裁
判
所
は
大
統
領
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
不
安
定
な
時
期
に
、
政
治
的
緊
迫
度
の
高
い
問
題

を
決
着
し
た
の
だ
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
本
判
決
に
対
す
る
評

に
関
す
る
法
も
異
な
る
こ
と
が
、
大
統
領
選
の
同
一
候
補
者
の
欠

格
性
に
対
す
る
各
州
の
判
定
が
食
い
違
う
理
由
と
な
ろ
う
。
州
ご

と
に
、
立
証
の
際
に
求
め
ら
れ
る
厳
密
性
の
程
度
も
異
な
る
う
え

に
、
伝
聞
証
拠
の
証
明
力
の
認
定
に
も
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

同
一
の
行
為
を
審
理
の
対
象
に
し
て
も
、
あ
る
州
で
は
候
補
者
が

適
格
に
な
る
一
方
で
、
別
の
州
で
は
欠
格
に
な
る
事
態
が
発
生
し

う
る
の
で
あ
る
。

州
が
修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
し
た
結
果
生
じ
う
る
「
不
統

一
」
は
、
連
邦
政
府
と
国
民
全
体
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
切

断
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
統
領
選
挙
で
は
「
各
州
で
の
投
票
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
他
の
州
で
様
々
な
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
の

影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
」。
投
票
後
に
三
節
の
欠
格
が
主
張
さ

れ
た
場
合
、
深
刻
な
混
乱
が
発
生
し
、
選
挙
結
果
は
変
更
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
憲
法
は
、
こ
の
よ
う
な
、
い
つ
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
混
乱
に
耐
え
る
こ
と
を
国
民
に
求
め
て
は
い
な
い

の
だ
。

連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の
候
補
者
に
対
す
る
三
節
の
執
行

は
連
邦
議
会
の
権
限
で
あ
り
、
州
の
権
限
で
は
な
い
。
コ
ロ
ラ
ド

州
最
高
裁
の
判
決
は
こ
の
結
論
と
合
致
し
な
い
（
23
）
。
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八
九

≪

結
論
の
全
員
一
致
の
強
調≫

連
邦
最
高
裁
の
九
名
の
判
事
全
員
が
こ
の
結
論
に
同
意
し
て
い

る
。
四
名
の
判
事
は
、
修
正
一
四
条
三
節
の
作
用
に
関
す
る
特
徴

や
、
同
条
五
節
に
基
づ
く
連
邦
議
会
の
三
節
執
行
と
い
う
点
に
反

対
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
州
が
三
節
を
執
行
す
る
権
限
を

欠
い
て
い
る
こ
と
の
唯
一
の
理
由
で
は
な
い
。
当
該
法
廷
意
見
の

多
様
な
点
が
結
び
つ
い
て
こ
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
こ
の
全
員
一
致
の
判
決
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
（
24
）
。

バ
レ
ッ
ト
判
事
一
部
同
意
・
一
部
結
論
同
意
意
見

州
は
大
統
領
選
挙
の
候
補
者
に
対
し
て
修
正
一
四
条
三
節
を
執

行
す
る
権
限
を
も
た
な
い
と
す
る
点
に
つ
き
、
法
廷
意
見
に
同
意

す
る
。
本
件
を
解
決
す
る
に
は
こ
の
原
則
で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ

以
上
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
い
。

本
件
で
は
連
邦
議
会
の
立
法
が
三
節
を
執
行
す
る
唯
一
の
手
段

な
の
か
と
い
う
複
雑
な
問
題
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、

法
廷
意
見
が
そ
れ
を
検
討
し
て
し
ま
っ
た
。
思
う
に
、
い
ま
は
声

高
に
違
い
を
強
調
す
る
時
で
は
な
い
。
当
裁
判
所
は
大
統
領
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
不
安
定
な
時
期
に
、
政
治
的
緊
迫
度
の
高
い
問
題

を
決
着
し
た
の
だ
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
本
判
決
に
対
す
る
評

に
関
す
る
法
も
異
な
る
こ
と
が
、
大
統
領
選
の
同
一
候
補
者
の
欠

格
性
に
対
す
る
各
州
の
判
定
が
食
い
違
う
理
由
と
な
ろ
う
。
州
ご

と
に
、
立
証
の
際
に
求
め
ら
れ
る
厳
密
性
の
程
度
も
異
な
る
う
え

に
、
伝
聞
証
拠
の
証
明
力
の
認
定
に
も
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

同
一
の
行
為
を
審
理
の
対
象
に
し
て
も
、
あ
る
州
で
は
候
補
者
が

適
格
に
な
る
一
方
で
、
別
の
州
で
は
欠
格
に
な
る
事
態
が
発
生
し

う
る
の
で
あ
る
。

州
が
修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
し
た
結
果
生
じ
う
る
「
不
統

一
」
は
、
連
邦
政
府
と
国
民
全
体
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
切

断
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
統
領
選
挙
で
は
「
各
州
で
の
投
票
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
他
の
州
で
様
々
な
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
の

影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
」。
投
票
後
に
三
節
の
欠
格
が
主
張
さ

れ
た
場
合
、
深
刻
な
混
乱
が
発
生
し
、
選
挙
結
果
は
変
更
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
憲
法
は
、
こ
の
よ
う
な
、
い
つ
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
混
乱
に
耐
え
る
こ
と
を
国
民
に
求
め
て
は
い
な
い

の
だ
。

連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の
候
補
者
に
対
す
る
三
節
の
執
行

は
連
邦
議
会
の
権
限
で
あ
り
、
州
の
権
限
で
は
な
い
。
コ
ロ
ラ
ド

州
最
高
裁
の
判
決
は
こ
の
結
論
と
合
致
し
な
い
（
23
）
。
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い
、
州
ご
と
の
不
統
一
と
い
う
混
乱
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
と
判

決
し
た
。
本
件
の
解
決
に
は
こ
れ
で
十
分
だ
が
、
法
廷
意
見
は
そ

の
先
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
将
来
の
議
論
か
ら
当
裁
判
所
と
上
訴

人
を
切
り
離
す
た
め
に
、
法
廷
意
見
は
ま
っ
た
く
新
し
い
憲
法
問

題
、
す
な
わ
ち
ど
の
連
邦
機
関
が
修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
す
る

権
限
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て
そ
の
執
行
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
判
断
し
、
同
条
五
節
に
基
づ
い
て
連
邦
議
会
が

連
邦
法
を
制
定
し
た
場
合
に
限
り
反
逆
に
よ
る
欠
格
を
裁
定
で
き

る
と
判
決
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
別
の
連
邦
機
関
が
三

節
を
執
行
す
る
可
能
性
は
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
見
に
は
同

意
で
き
な
い
。

憲
法
構
造
に
組
み
込
ま
れ
た
連
邦
制
の
原
則
が
本
件
を
解
決
す

る
。
州
は
連
邦
制
の
弱
体
化
を
狙
っ
て
、
選
挙
を
管
理
す
る
権
限

を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
危
険
は
、
大
統
領

選
挙
で
は
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
局
面
で
の
州
の

規
制
に
は
、
州
の
境
界
を
越
え
て
「
独
特
の
全
国
的
な
重
要
利
益

が
関
係
す
る
」。
州
は
大
統
領
選
挙
に
対
し
て
重
要
な
権
限
を
も

つ
の
は
間
違
い
な
い
が
、
連
邦
制
を
含
む
他
の
憲
法
規
定
に
よ
っ

て
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
州
の
一
部
の
幹
部
が
次
期
大
統
領
を
決
定
す
る
と

価
は
国
民
の
熱
気
を
高
め
る
も
の
で
は
な
く
冷
ま
す
も
の
で
あ
る

べ
き
だ
。
そ
の
意
味
で
、
我
々
の
間
の
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
の

方
が
そ
の
相
違
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。
九
名
の
判
事
全

員
が
本
判
決
の
結
論
に
同
意
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ

の
人
々
が
納
得
す
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
（
25
）
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
（
ケ
イ
ガ
ン
判
事
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
同
調
）

「
必
要
が
な
い
の
に
踏
み
込
ん
だ
判
決
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
司
法
の
自
己
抑
制
は
、
建
国
以
来
の
原
則
で
あ
る
。「
ル
ー

ル
を
特
定
の
事
案
に
適
用
す
る
者
は
必
然
的
に
そ
の
ル
ー
ル
を
説

明
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
こ
そ
、
当
裁
判
所
は

「
法
が
何
で
あ
る
の
か
を
述
べ
る
こ
と
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
。本

判
決
は
こ
の
非
常
に
重
要
な
原
則
か
ら
逸
脱
し
、
本
件
だ
け

で
な
く
将
来
生
じ
う
る
課
題
に
つ
い
て
も
判
断
を
下
し
た
。
本
件

で
当
裁
判
所
は
、
州
が
修
正
一
四
条
三
節
の
下
で
大
統
領
選
挙
の

候
補
者
を
予
備
選
挙
の
投
票
用
紙
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ラ
ド
州

に
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
主
義
と
相
容
れ
な
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ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
一

節
の
明
白
な
禁
止
規
定
に
は
、
同
条
五
節
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ

た
法
律
に
よ
る
執
行
が
必
須
で
あ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
な
い
。
三

節
自
体
は
そ
の
逆
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
連
邦
議
会
に
よ
る

欠
格
の
解
除
を
規
定
し
て
い
る
。
連
邦
議
会
の
過
半
数
が
執
行
法

を
廃
止
し
制
定
し
な
い
こ
と
で
三
節
の
運
用
を
無
に
で
き
る
の
な

ら
、
憲
法
が
欠
格
の
解
除
に
な
ぜ
三
分
の
二
の
多
数
を
要
求
し
た

の
か
理
解
で
き
な
い
。

修
正
一
四
条
の
別
の
条
項
も
法
廷
意
見
の
見
解
を
支
持
す
る
も

の
で
は
な
い
。
五
節
は
、
連
邦
議
会
に
法
律
に
よ
る
修
正
一
四
条

の
執
行
権
限
を
与
え
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
種
の
救
済
的
立
法

も
不
要
で
あ
る
。
南
部
再
建
期
の
修
正
条
項
は
す
べ
て
自
動
執
行

で
あ
っ
て
、
立
法
を
必
要
と
し
な
い
。
大
統
領
の
欠
格
に
関
す
る

別
の
規
定
も
、
法
律
に
よ
る
執
行
を
必
要
と
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

法
廷
意
見
は
、
三
節
の
欠
格
に
関
す
る
特
別
の
ル
ー
ル
を
創
設
し

た
だ
け
な
の
だ
。

三
節
の
欠
格
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法

律
に
基
づ
く
の
で
な
い
限
り
行
わ
れ
な
い
と
い
う
要
請
を
裏
づ
け

る
根
拠
を
、
法
廷
意
見
は
何
も
示
し
て
い
な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ン
判

決
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
に
は
先
例
と
し
て
の
効
力
が
な
い
。
法

廷
意
見
は
、
三
節
に
関
す
る
未
解
決
の
問
題
に
判
断
を
下
し
、
裁

い
う
の
は
、
三
節
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
驚
く
べ
き
結
論
で
あ
る
。

南
部
再
建
期
の
憲
法
修
正
条
項
は
連
邦
の
権
限
拡
大
と
州
の
権
限

制
約
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
修
正
一
四
条
三
節
は
州
が
自
ら

の
公
務
員
を
選
任
す
る
権
限
に
憲
法
上
の
制
限
を
加
え
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
に
次
期
大
統
領
を
決
定
す
る

新
し
い
権
限
を
付
与
し
た
と
い
う
主
張
は
、
三
節
の
論
理
に
反
す

る
。こ

こ
ま
で
の
説
示
で
、
本
件
を
解
決
す
る
確
実
か
つ
充
分
な
根

拠
は
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
州
に
三
節
を
執
行
す
る
権
限
を

認
め
る
こ
と
は
、「
国
民
に
直
接
責
任
を
負
う
連
邦
制
」
と
い
う

起
草
者
た
ち
の
想
定
を
危
う
く
す
る
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
こ

の
結
論
を
説
示
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
し
て
終
え
る
べ
き

だ
っ
た
（
26
）
。

≪

法
廷
意
見
に
対
す
る
批
判≫

本
件
は
連
邦
政
府
が
当
事
者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法

廷
意
見
は
連
邦
に
よ
る
修
正
一
四
条
三
節
の
執
行
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
執
行
に
際
し
て

連
邦
議
会
は
法
律
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
想
定
は
三
節
の
条
文
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
同

）
三
一
三
（



ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
一

節
の
明
白
な
禁
止
規
定
に
は
、
同
条
五
節
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ

た
法
律
に
よ
る
執
行
が
必
須
で
あ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
な
い
。
三

節
自
体
は
そ
の
逆
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
連
邦
議
会
に
よ
る

欠
格
の
解
除
を
規
定
し
て
い
る
。
連
邦
議
会
の
過
半
数
が
執
行
法

を
廃
止
し
制
定
し
な
い
こ
と
で
三
節
の
運
用
を
無
に
で
き
る
の
な

ら
、
憲
法
が
欠
格
の
解
除
に
な
ぜ
三
分
の
二
の
多
数
を
要
求
し
た

の
か
理
解
で
き
な
い
。

修
正
一
四
条
の
別
の
条
項
も
法
廷
意
見
の
見
解
を
支
持
す
る
も

の
で
は
な
い
。
五
節
は
、
連
邦
議
会
に
法
律
に
よ
る
修
正
一
四
条

の
執
行
権
限
を
与
え
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
種
の
救
済
的
立
法

も
不
要
で
あ
る
。
南
部
再
建
期
の
修
正
条
項
は
す
べ
て
自
動
執
行

で
あ
っ
て
、
立
法
を
必
要
と
し
な
い
。
大
統
領
の
欠
格
に
関
す
る

別
の
規
定
も
、
法
律
に
よ
る
執
行
を
必
要
と
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

法
廷
意
見
は
、
三
節
の
欠
格
に
関
す
る
特
別
の
ル
ー
ル
を
創
設
し

た
だ
け
な
の
だ
。

三
節
の
欠
格
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法

律
に
基
づ
く
の
で
な
い
限
り
行
わ
れ
な
い
と
い
う
要
請
を
裏
づ
け

る
根
拠
を
、
法
廷
意
見
は
何
も
示
し
て
い
な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ン
判

決
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
に
は
先
例
と
し
て
の
効
力
が
な
い
。
法

廷
意
見
は
、
三
節
に
関
す
る
未
解
決
の
問
題
に
判
断
を
下
し
、
裁

い
う
の
は
、
三
節
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
驚
く
べ
き
結
論
で
あ
る
。

南
部
再
建
期
の
憲
法
修
正
条
項
は
連
邦
の
権
限
拡
大
と
州
の
権
限

制
約
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
修
正
一
四
条
三
節
は
州
が
自
ら

の
公
務
員
を
選
任
す
る
権
限
に
憲
法
上
の
制
限
を
加
え
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
に
次
期
大
統
領
を
決
定
す
る

新
し
い
権
限
を
付
与
し
た
と
い
う
主
張
は
、
三
節
の
論
理
に
反
す

る
。こ

こ
ま
で
の
説
示
で
、
本
件
を
解
決
す
る
確
実
か
つ
充
分
な
根

拠
は
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
州
に
三
節
を
執
行
す
る
権
限
を

認
め
る
こ
と
は
、「
国
民
に
直
接
責
任
を
負
う
連
邦
制
」
と
い
う

起
草
者
た
ち
の
想
定
を
危
う
く
す
る
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
こ

の
結
論
を
説
示
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
し
て
終
え
る
べ
き

だ
っ
た
（
26
）
。
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に
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本
件
は
連
邦
政
府
が
当
事
者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法

廷
意
見
は
連
邦
に
よ
る
修
正
一
四
条
三
節
の
執
行
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
執
行
に
際
し
て

連
邦
議
会
は
法
律
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
想
定
は
三
節
の
条
文
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
同

）
三
一
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

九
二

Ｂ
．
州
に
よ
る
欠
格
条
項
の
執
行

本
件
で
の
争
点
は
、
州
が
大
統
領
選
挙
の
候
補
者
に
つ
い
て
修

正
一
四
条
三
節
を
執
行
し
、
そ
の
欠
格
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
全
員
一
致
で
、

州
は
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の
候
補
者
に
関
し
て
欠
格
条
項

を
執
行
す
る
権
限
は
な
い
と
の
判
決
を
下
し
た
。

法
廷
意
見
は
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
の
職
務
は
国
民
全
体
に

責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
適
格
性
を
審
査
す
る
権
限
は
原

則
と
し
て
連
邦
政
府
に
属
し
、
憲
法
や
法
律
の
授
権
が
な
い
限
り

州
は
行
使
で
き
な
い
と
し
て
、
憲
法
自
体
は
そ
の
よ
う
な
授
権
を

明
示
的
に
は
し
て
い
な
い
と
説
示
す
る
。
ま
た
、
修
正
一
四
条
を

含
む
南
北
戦
争
に
伴
っ
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
修
正
が
州
の
権
限
削

減
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
当
該
権
限
の

黙
示
の
授
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
加
え
て
、
欠

格
条
項
に
基
づ
き
州
が
単
独
で
連
邦
の
公
務
員
の
地
位
を
は
く
奪

し
た
歴
史
的
事
実
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
こ
の
こ

と
は
州
の
同
条
項
の
執
行
権
限
は
連
邦
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
一

般
的
理
解
が
制
定
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
推
認
さ

せ
る
と
指
摘
し
た
。
確
か
に
憲
法
は
選
挙
条
項
（
一
条
四
節
一

項
）
お
よ
び
選
挙
人
条
項
（
二
条
一
節
二
項
）
に
お
い
て
、
連
邦

判
所
の
三
節
の
執
行
の
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、

三
節
を
執
行
す
る
法
律
は
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
た
手

続
を
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
説
示
し
て
、
連
邦
政
府
に
遵
守

を
求
め
る
連
邦
の
一
般
法
に
よ
る
執
行
を
排
除
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
法
廷
意
見
は
反
逆
者
と
目
さ
れ
る
人
物
を
欠

格
に
か
か
る
将
来
の
訴
え
か
ら
保
護
し
た
の
で
あ
る
（
27
）
。

３
．
検
討

Ａ
．
欠
格
条
項
の
歴
史
性

前
述
の
よ
う
に
、
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
は
南
北
戦
争
後
に
南

軍
関
係
者
が
連
邦
の
公
職
に
復
帰
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
条
項
を
そ
の
目
的
に

限
定
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
そ

う
し
た
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
（
28
）
。
本
判
決
で
は
ど
の
判
事
も
、
欠

格
条
項
が
南
北
戦
争
に
関
連
す
る
規
定
で
あ
り
、
現
代
的
意
義
は

な
い
と
の
立
場
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
同
条

項
を
歴
史
的
規
定
と
は
解
釈
せ
ず
、
現
在
も
適
用
可
能
な
規
範
と

判
断
し
た
の
で
あ
る
。

）
三
一
一
（

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
三

Ｃ
．
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性

法
廷
意
見
の
中
で
四
名
の
判
事
が
不
要
だ
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

欠
格
条
項
の
執
行
に
は
連
邦
法
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し

た
箇
所
と
、
そ
の
執
行
法
の
内
容
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ

で
ま
ず
、
欠
格
条
項
の
執
行
に
は
連
邦
法
の
存
在
が
必
要
な
の
か

と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

こ
こ
で
い
う
自
動
執
行
と
は
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の

候
補
者
に
対
し
て
修
正
一
四
条
三
節
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が

認
定
さ
れ
た
場
合
、
即
座
に
欠
格
条
項
の
効
力
が
発
生
す
る
こ
と

を
い
う
（
30
）
。
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
を
肯
定
す
る
立
場
は
、
憲
法

に
は
当
該
条
項
の
ほ
か
に
大
統
領
の
欠
格
に
関
す
る
規
定
（
31
）
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
自
動
執
行
規
定
な
の
だ
か
ら
修
正
一
四
条
三
節
も
同

様
に
自
動
執
行
規
定
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
（
32
）
。

法
廷
意
見
は
、
欠
格
条
項
成
立
直
後
に
チ
ェ
イ
ス
連
邦
最
高
裁

長
官
が
下
級
審
裁
判
官
と
し
て
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
を
否
定

し
、
連
邦
法
の
制
定
を
要
求
し
た
グ
リ
フ
ィ
ン
判
決
（
33
）
に
言
及
し

て
、
欠
格
条
項
の
適
用
対
象
者
を
確
定
す
る
た
め
の
手
続
が
必
要

で
あ
り
、
修
正
一
四
条
五
節
に
基
づ
き
連
邦
議
会
に
そ
の
よ
う
な

手
続
規
定
を
制
定
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し

議
会
議
員
の
選
挙
と
大
統
領
選
の
選
挙
人
の
選
出
を
州
が
管
理
し

実
施
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、「
大
統
領
選
挙
に
州
が
課
す

制
限
に
は
、
独
特
の
全
国
的
な
重
要
利
益
が
関
係
す
る
（
29
）
」
た
め
、

州
に
対
し
て
一
定
の
制
約
が
及
ぶ
と
し
た
。
法
廷
意
見
は
さ
ら
に
、

各
州
で
立
証
の
際
に
求
め
ら
れ
る
厳
密
性
の
程
度
や
伝
聞
証
拠
の

証
明
力
の
認
定
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
州
の
欠
格
条
項
の
執
行

は
統
一
性
を
欠
き
、
州
ご
と
に
候
補
者
の
適
格
性
が
変
動
す
る
事

態
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
「
不
統
一
」
は
連
邦
政
府
と
国
民
全
体

と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
法
廷
意
見
は
、
連
邦
制
の
構
造
と
修
正
一
四
条
の

制
定
目
的
か
ら
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の
候
補
者
に
対
す

る
州
の
欠
格
条
項
の
執
行
権
限
を
否
定
し
た
。
法
廷
意
見
に
同
意

し
な
か
っ
た
四
名
の
判
事
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
意
し
、
ソ
ト

マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
は
法
廷
意
見
と
同
じ
理
由
を
再

述
す
る
と
と
も
に
憲
法
の
規
定
す
る
連
邦
制
を
強
調
し
た
。
し
か

し
こ
の
四
名
の
判
事
は
法
廷
意
見
の
こ
の
説
示
の
み
で
本
件
を
解

決
す
る
に
は
十
分
と
考
え
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
判
決
を
下
し
た
法

廷
意
見
に
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

）
三
一
三
（
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憲
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条
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九
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欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性

法
廷
意
見
の
中
で
四
名
の
判
事
が
不
要
だ
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

欠
格
条
項
の
執
行
に
は
連
邦
法
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し

た
箇
所
と
、
そ
の
執
行
法
の
内
容
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ

で
ま
ず
、
欠
格
条
項
の
執
行
に
は
連
邦
法
の
存
在
が
必
要
な
の
か

と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

こ
こ
で
い
う
自
動
執
行
と
は
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の

候
補
者
に
対
し
て
修
正
一
四
条
三
節
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
が

認
定
さ
れ
た
場
合
、
即
座
に
欠
格
条
項
の
効
力
が
発
生
す
る
こ
と

を
い
う
（
30
）
。
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
を
肯
定
す
る
立
場
は
、
憲
法

に
は
当
該
条
項
の
ほ
か
に
大
統
領
の
欠
格
に
関
す
る
規
定
（
31
）
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
自
動
執
行
規
定
な
の
だ
か
ら
修
正
一
四
条
三
節
も
同

様
に
自
動
執
行
規
定
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
（
32
）
。

法
廷
意
見
は
、
欠
格
条
項
成
立
直
後
に
チ
ェ
イ
ス
連
邦
最
高
裁

長
官
が
下
級
審
裁
判
官
と
し
て
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
を
否
定

し
、
連
邦
法
の
制
定
を
要
求
し
た
グ
リ
フ
ィ
ン
判
決
（
33
）
に
言
及
し

て
、
欠
格
条
項
の
適
用
対
象
者
を
確
定
す
る
た
め
の
手
続
が
必
要

で
あ
り
、
修
正
一
四
条
五
節
に
基
づ
き
連
邦
議
会
に
そ
の
よ
う
な

手
続
規
定
を
制
定
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し

議
会
議
員
の
選
挙
と
大
統
領
選
の
選
挙
人
の
選
出
を
州
が
管
理
し

実
施
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、「
大
統
領
選
挙
に
州
が
課
す

制
限
に
は
、
独
特
の
全
国
的
な
重
要
利
益
が
関
係
す
る
（
29
）
」
た
め
、

州
に
対
し
て
一
定
の
制
約
が
及
ぶ
と
し
た
。
法
廷
意
見
は
さ
ら
に
、

各
州
で
立
証
の
際
に
求
め
ら
れ
る
厳
密
性
の
程
度
や
伝
聞
証
拠
の

証
明
力
の
認
定
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
州
の
欠
格
条
項
の
執
行

は
統
一
性
を
欠
き
、
州
ご
と
に
候
補
者
の
適
格
性
が
変
動
す
る
事

態
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
「
不
統
一
」
は
連
邦
政
府
と
国
民
全
体

と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
法
廷
意
見
は
、
連
邦
制
の
構
造
と
修
正
一
四
条
の

制
定
目
的
か
ら
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
と
そ
の
候
補
者
に
対
す

る
州
の
欠
格
条
項
の
執
行
権
限
を
否
定
し
た
。
法
廷
意
見
に
同
意

し
な
か
っ
た
四
名
の
判
事
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
意
し
、
ソ
ト

マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
は
法
廷
意
見
と
同
じ
理
由
を
再

述
す
る
と
と
も
に
憲
法
の
規
定
す
る
連
邦
制
を
強
調
し
た
。
し
か

し
こ
の
四
名
の
判
事
は
法
廷
意
見
の
こ
の
説
示
の
み
で
本
件
を
解

決
す
る
に
は
十
分
と
考
え
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
判
決
を
下
し
た
法

廷
意
見
に
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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四

法
廷
意
見
の
理
解
は
、
修
正
一
四
条
の
従
来
の
解
釈
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
結
論
同
意
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
連
邦
最
高
裁
は
平
等
保
護
条
項
や
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
の

執
行
に
関
し
て
連
邦
法
の
存
在
を
求
め
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
三
節
が
個
人
の
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
点

で
、
政
府
行
為
を
対
象
と
す
る
修
正
一
四
条
の
他
の
条
項
と
は
異

な
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
（
36
）
、
個
人
の
行
為
を
特
定
す
る
こ
と
が
特

別
の
執
行
法
の
必
要
性
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
疑
義
が

あ
る
。
三
節
を
自
動
執
行
と
理
解
し
、
そ
の
上
で
当
該
行
為
の
三

節
該
当
性
を
裁
判
過
程
に
お
い
て
も
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
ま
た
三
節
の
規
定
す
る
連
邦
議
会
の
欠
格
解

除
権
限
は
、
同
節
の
自
動
執
行
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
（
37
）
。
法
廷
意

見
が
当
時
の
連
邦
議
会
や
連
邦
最
高
裁
長
官
の
理
解
だ
け
を
根
拠

に
自
動
執
行
性
を
否
定
し
た
の
は
、
欠
格
条
項
の
原
意
や
「
歴
史

と
伝
統
」
に
基
づ
か
な
い
論
拠
に
乏
し
い
判
断
と
思
わ
れ
よ
う
（
38
）
。

法
廷
意
見
は
連
邦
法
の
必
要
性
を
論
じ
る
際
、
各
州
で
欠
格
条
項

を
自
州
の
公
務
員
に
執
行
す
る
と
き
に
個
別
の
州
法
の
存
在
を
前

提
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
な
い
。
連
邦
最
高
裁

が
近
年
憲
法
解
釈
に
お
い
て
、
そ
の
条
項
の
運
用
に
お
け
る
「
歴

史
と
伝
統
」
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
（
39
）
、
そ
し
て

て
、
欠
格
条
項
の
制
定
当
時
の
連
邦
議
会
は
執
行
手
続
の
必
要
性

を
理
解
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
八
七
〇
年
市
民
的
権
利

法
（
34
）
の
一
部
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
（
さ
ら
に
憲
法
一
条

に
基
づ
く
議
院
自
律
権
に
よ
る
議
員
の
資
格
争
訟
や
、
修
正
一
四

条
制
定
以
前
の
法
律
で
あ
る
一
八
六
二
年
没
収
法
が
欠
格
を
執
行

す
る
追
加
的
手
続
を
規
定
し
て
い
た
（
35
）
こ
と
に
も
言
及
し
た
）。
法

廷
意
見
は
、
修
正
一
四
条
制
定
直
後
の
連
邦
議
会
や
連
邦
最
高
裁

長
官
の
理
解
（
そ
れ
が
欠
格
条
項
の
「
原
意
」
で
あ
る
の
か
ど
う

か
に
関
わ
ら
ず
）
に
準
拠
し
、
欠
格
条
項
の
自
動
執
行
性
を
否
定

し
て
、
そ
の
執
行
に
は
連
邦
法
（
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
連
邦
議

会
の
意
思
）
が
必
要
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
は
、
法

廷
意
見
の
見
解
に
は
条
文
上
の
根
拠
が
な
く
、
三
節
の
文
言
自
体

と
も
矛
盾
す
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
修
正
一
四
条
の
別
の
条
項

に
関
し
て
自
動
執
行
と
理
解
す
る
従
来
の
解
釈
と
も
合
致
せ
ず
、

大
統
領
職
へ
の
就
任
要
件
を
規
定
し
た
他
の
憲
法
規
定
（
二
条
一

節
五
項
）
と
も
整
合
し
な
い
と
述
べ
た
。
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事

は
、
法
廷
意
見
が
根
拠
の
一
つ
と
し
た
グ
リ
フ
ィ
ン
判
決
は
先
例

と
し
て
の
拘
束
力
に
欠
け
る
と
も
述
べ
、
憲
法
は
欠
格
条
項
の
執

行
に
お
い
て
連
邦
法
の
存
在
を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
論
じ
た
。

）
三
一
一
（

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
五

の
公
務
就
任
に
対
す
る
予
防
性
・
救
済
性
と
整
合
し
比
例
す
る
よ

う
入
念
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
説
示
し
た
。
そ
し
て

反
逆
罪
（
42
）
以
外
に
は
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
法
律
は
な
く
、
現
時
点

で
同
条
項
を
執
行
す
る
余
地
は
相
当
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
は
、
法
廷
意
見
の
立
場

で
は
、
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
法
律
は
、
そ
の
目
的
を
も
つ
特
別

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
他
の
一
般
的
な
法
律
で
の
執

行
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
解
釈
を
採

用
す
る
根
拠
が
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

既
存
の
法
律
を
活
用
し
て
裁
判
所
が
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
可
能

性
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

修
正
一
四
条
三
節
と
五
節
の
関
係
は
、
法
廷
意
見
が
述
べ
る
ほ

ど
整
合
的
で
は
な
い
。
五
節
に
関
す
る
判
例
は
連
邦
議
会
に
修
正

一
四
条
違
反
の
救
済
法
の
制
定
を
認
め
る
が
（
43
）
、
そ
の
主
対
象
は
差

別
禁
止
や
自
由
の
保
護
で
あ
る
と
こ
ろ
、
三
節
が
禁
止
す
る
内
容

は
合
衆
国
へ
の
反
逆
反
乱
の
加
担
者
の
官
職
就
任
で
あ
っ
て
、
性

質
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
（
44
）
。
く
わ
え
て
、
欠
格
条
項
の

執
行
に
関
し
て
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
と
解
釈
で
き
る
一
般
法
に

準
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な

連
邦
の
公
職
に
関
係
す
る
先
例
が
乏
し
い
場
合
に
、
州
に
お
け
る

執
行
法
の
有
無
に
つ
い
て
の
実
例
は
重
要
な
参
考
事
例
に
な
ろ

う
（
40
）
。
ま
た
、
修
正
一
四
条
五
節
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
連
邦
法

だ
け
が
同
条
違
反
の
救
済
手
段
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
（
41
）
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
法
廷
意
見
の
立
場
は

修
正
一
四
条
の
適
用
に
関
す
る
「
伝
統
」
と
合
致
し
な
い
可
能
性

が
高
い
。

Ｄ
．
執
行
法
の
内
容

法
廷
意
見
は
さ
ら
に
、
連
邦
議
会
が
定
め
る
執
行
法
の
内
容
に

ま
で
言
及
し
、
修
正
一
四
条
五
節
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
執
行

法
は
同
節
が
連
邦
議
会
に
付
与
し
た
権
限
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
五
節
が
授
権
す
る
連
邦
議
会

の
権
限
は
修
正
一
四
条
違
反
を
厳
密
に
予
防
し
そ
の
侵
害
を
救
済

す
る
法
律
の
制
定
権
限
で
あ
る
の
で
、
欠
格
条
項
の
執
行
法
も
予

防
的
救
済
的
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
合
衆

国
に
対
す
る
反
逆
反
乱
に
参
加
し
た
者
の
公
務
就
任
の
禁
止
と
い

う
目
的
を
達
成
す
る
法
律
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
執
行

法
は
三
節
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
ま
た
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
段
は
、
そ
う
し
た
者

）
三
一
一
（



ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
五

の
公
務
就
任
に
対
す
る
予
防
性
・
救
済
性
と
整
合
し
比
例
す
る
よ

う
入
念
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
説
示
し
た
。
そ
し
て

反
逆
罪
（
42
）
以
外
に
は
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
法
律
は
な
く
、
現
時
点

で
同
条
項
を
執
行
す
る
余
地
は
相
当
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。

ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
は
、
法
廷
意
見
の
立
場

で
は
、
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
法
律
は
、
そ
の
目
的
を
も
つ
特
別

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
他
の
一
般
的
な
法
律
で
の
執

行
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
解
釈
を
採

用
す
る
根
拠
が
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

既
存
の
法
律
を
活
用
し
て
裁
判
所
が
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
可
能

性
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

修
正
一
四
条
三
節
と
五
節
の
関
係
は
、
法
廷
意
見
が
述
べ
る
ほ

ど
整
合
的
で
は
な
い
。
五
節
に
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に
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そ
の
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に
対
す
る
反
逆
反
乱
に
参
加
し
た
者
の
公
務
就
任
の
禁
止
と
い

う
目
的
を
達
成
す
る
法
律
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
執
行

法
は
三
節
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
ま
た
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
段
は
、
そ
う
し
た
者

）
三
一
一
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

九
六

遵
守
宣
誓
を
し
た
合
衆
国
の
「
公
務
員
」
に
該
当
す
る
の
か
が
争

点
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
に
本
件
の
下
級
審
で
あ
る
コ
ロ
ラ
ド
州

地
方
裁
判
所
が
大
統
領
は
「
公
務
員
」
で
は
な
い
と
判
決
し
た
よ

う
に
、
こ
の
論
点
は
欠
格
条
項
を
大
統
領
お
よ
び
そ
の
候
補
者
に

適
用
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
論
拠
と
な
り
得
る
。
も
っ
と
も
、
大

統
領
は
「
公
務
員
」
該
当
し
な
い
と
の
立
場
に
は
国
民
的
な
理
解

を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
（
48
）
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
直
接
の
検
討
を
行
っ
て
い
な

い
（
49
）
。
し
か
し
、「
公
務
員
（O

ffi
cer

）」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
に

「
公
職
に
就
く
者
（O

ffi
ceholder

）」
と
言
い
換
え
、
そ
の
者
に

欠
格
条
項
が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
大
統
領
も
そ
の
言
葉
に
含
ま
れ

る
こ
と
を
前
提
に
議
論
を
進
め
た
。
一
般
に
「
公
務
員

（O
ffi

cer

）」
と
「
公
職
に
就
く
者
（O

ffi
ceholder

）」
は
互
換
性

が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
法
廷
意
見
は
間
接
的
に
で
は

あ
る
が
、
欠
格
条
項
の
い
う
「
公
務
員
」
に
大
統
領
は
該
当
す
る

と
の
立
場
を
と
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
（
た
だ

し
、
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
が
こ
の
理
解
を
支
持

し
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
）。

一
般
法
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
同
条

項
の
適
用
の
機
会
に
か
か
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
公
的
か
私
的
か
に
か
か
わ
ら
ず
権
力
を
行
使
す
る
者
が
適
正

な
権
限
に
基
づ
い
て
い
る
か
を
問
う
権
限
開
示
令
状
（Q

uo 
W

arranto （45
））
が
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
申
立
て
に

基
づ
き
、
適
正
な
権
限
の
有
無
を
審
理
す
る
が
、
そ
の
際
欠
格
条

項
を
適
用
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
州
で

は
こ
の
手
続
に
よ
り
一
月
六
日
の
事
件
の
参
加
者
が
公
職
か
ら
排

除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
46
）
。
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
法
廷
意
見
は
三
節
に
特
化
し
た
執
行
法
の
制
定
を
要
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
に
対
し
て
、
国
民
が

連
邦
裁
判
所
で
権
限
開
示
令
状
を
申
し
立
て
て
、
欠
格
条
項
を
適

用
す
る
途
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
47
）
。

Ｅ
．
大
統
領
の
「
公
務
員
」
該
当
性

欠
格
条
項
は
、
憲
法
を
支
持
す
る
宣
誓
を
し
た
連
邦
議
会
の
議

員
、
合
衆
国
の
公
務
員
、
州
議
会
の
議
員
、
も
し
く
は
州
の
執
行

府
ま
た
は
司
法
府
の
職
員
が
反
逆
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
官
職
就

任
を
認
め
な
い
と
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
は
「
大
統

領
」
と
い
う
文
言
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
大
統
領
は
憲
法

）
三
一
一
（

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
（
高
畑
）

九
七

者
に
対
し
て
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結

論
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
立
候
補
資
格
を
州
ご
と
に
判
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
大

統
領
が
一
月
六
日
に
反
逆
行
為
に
加
担
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
（
50
）
は
、
彼
が
次
期
大
統
領
に
適
任
で
あ
る
の
か
の
判
断
に
包
含

さ
れ
て
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
国
民
が
決
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
判
決
は
ま
た
、
大
統
領
以
外
の
連
邦
職
の

公
務
員
に
対
し
て
も
、
州
は
修
正
一
四
条
三
節
を
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
確
定
さ
せ
た
。

法
廷
意
見
は
、
現
在
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
法
律
は
反
逆
反
乱

の
罪
が
確
定
し
た
場
合
に
連
邦
の
公
職
を
欠
格
と
す
る
規
定
（
51
）
に
限

ら
れ
る
と
認
定
し
た
。
従
来
の
州
に
お
け
る
三
節
執
行
で
は
、
対

象
者
の
反
逆
反
乱
罪
で
の
有
罪
確
定
を
前
提
と
せ
ず
、
議
会
や
裁

判
所
が
欠
格
を
宣
言
で
き
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
（
52
）
。
し
か
し
、
本

判
決
に
よ
り
連
邦
公
務
員
と
そ
の
候
補
者
に
対
し
て
は
、
新
法
を

制
定
し
な
い
限
り
、
連
邦
の
反
逆
反
乱
罪
で
の
有
罪
確
定
が
三
節

執
行
の
前
提
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
廷
意
見
の
い
う
「
連
邦

公
務
員
の
職
務
」
の
特
殊
性
（
全
国
民
に
対
す
る
責
任
）
が
、
か

か
る
連
邦
公
務
員
と
州
公
務
員
の
別
異
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
の

か
定
か
で
は
な
い
。

Ｆ
．
バ
レ
ッ
ト
判
事
一
部
同
意
意
見
に
つ
い
て

バ
レ
ッ
ト
判
事
は
、
法
廷
意
見
の
欠
格
条
項
の
執
行
に
は
連
邦

法
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し
た
箇
所
と
そ
の
執
行
法
の
内

容
に
関
す
る
部
分
に
は
同
意
せ
ず
、
さ
ら
に
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判

事
の
結
論
同
意
意
見
に
も
参
加
し
な
か
っ
た
。
バ
レ
ッ
ト
判
事
が

そ
の
短
い
個
別
意
見
で
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、
憲
法
が
規
定
す

る
連
邦
主
義
の
観
点
か
ら
、
州
は
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の

候
補
者
に
対
し
て
欠
格
条
項
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
の
判
事
全
員
が
同
意
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
同
判
事
は
、
こ
の
結
論
に
全
員
が
同
意
し
て
い

る
こ
と
を
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
立
候
補
資
格
に
関
わ
る
政
治
性

の
強
い
こ
の
裁
判
で
国
民
に
提
示
す
る
意
義
は
大
き
く
、
だ
か
ら

こ
そ
全
員
が
同
意
で
き
る
理
由
に
限
定
し
て
判
決
す
べ
き
だ
っ
た

と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
廷
意
見
を
批
判
す
る
部
分
を
含

む
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
判
事
結
論
同
意
意
見
に
同
調
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
本
判
決
が
政
治
的
に
持
つ
意
味
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

バ
レ
ッ
ト
判
事
の
見
解
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｇ
．
本
判
決
の
影
響

本
判
決
が
示
し
た
、
州
は
連
邦
の
公
職
に
就
く
者
や
そ
の
候
補

）
三
一
一
（
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に
全
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が
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に
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る
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の
強
い
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で
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に
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る
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そ
全
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に
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批
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

九
八

（
1
） 

合
衆
国
憲
法
の
訳
は
、
初
宿
正
典 = 

辻󠄀󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀

説
世
界
憲
法
集
〔
第
４
版
〕』（
三
省
堂
、
二
〇
一
七
年
）
と
松
井

茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
〔
第
９
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
三

年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
2
） W

illiam
 B

aude &
 M

ichael S
tokes P

aulsen, T
h

e 
S

w
eep an

d
 F

orce of S
ection

 T
h

ree, 172 U
. P

AA. L
. R

E
V

E
V. 

605, 608-609 

（2024

）.

（
3
） 

S
ee Jennifer K

. E
lsea, C

ongressional R
esearch 

S
ervice, T

h
e In

su
rrection

 B
ar to O

ffice: S
ection

 3 of th
e 

F
ou

rteen
th

 A
m

en
d

m
en

t, 1, 2 

（S
ep. 7, 2022

） <https://
crsreports.congress.gov/product/pdf/L

S
B

/L
S

B
10569>.

（
4
） 

読
売
新
聞
二
〇
二
一
年
一
月
七
日
夕
刊
、
日
本
経
済
新
聞

二
〇
二
一
年
一
月
八
日
朝
刊
参
照
。

（
5
） 

S
ee H

.R
. R

es. 24, 117th C
ong. 

（2021

）.

（
6
） 

S
ee 167 C

O
N

G
O

N
G. R

E
C

E
C. S

733 

（daily ed. F
eb. 13, 2021

）

（
7
） A

nderson v. G
risw

old, 2023 W
L

 8006216 

（C
olo. D

ist. 
C

t. N
ov. 17, 2023

）. 

（
8
） 

Id. at *43-46.

（
9
） A

nderson v. G
risw

old, 543 P
.3d 283 

（C
o. S

up. C
t. 

2023

）.

（
10
） 

S
ee id, at 323.

（
11
） 

S
ee id.

（
12
） 

S
ee id. at 324.

（
13
） 

S
ee id. at 131-134.

本
判
決
の
結
果
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
公
職
就
任
資
格
に
つ

い
て
、
連
邦
議
会
が
執
行
法
を
制
定
し
た
後
に
判
定
さ
れ
る
余
地

が
残
さ
れ
た
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら

考
え
に
く
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
仮
に
一
一
月
の
選
挙
で
連
邦
議

会
の
上
下
両
院
で
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